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の
あ
る
ヨ

匂
司
市
川
五
九
ず
れ
か
問
か
れ
ま
し
と
。

こ
れ
は
、
ち
え
お
く
れ
の
忠
ま
れ
な

い
f
ど
も
と
ち
が
、

-Aでけ
ん
め
い
作

〉
た
も
の
を
広
く
紹
介
し
、
制
球
児
施

設
の
住
設
に
少
し
で
も
役
だ
て
よ
う
ー

と、

A
r
金
小
、
中
下
校
、

今
金
町

T
を
つ
な
ぐ
悦
の

会
が
主
催
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。

会
場
H
H

は
、
ま
ち
の
お
か
あ
さ
ん
が
と
や
‘
f
ど

も
と
ち
も
見
学
に
き
て
い
ま
し
た
が
、
廃
物
利
用
の

も
の
や

T
が
込
ん
だ
ク
マ
彫
り
寺
ど
に
ピ

ッ
ク
リ
し

た
苦
情
。
飛
ぶ
よ
う
な
売
れ
ゆ
き
で
し
と
。
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く
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明
掛
け
、
手
芸
品
、
マ
ガ
ジ
ノ
ラ
ッ
ク
、
状
差
し、

飾
り
棚
、
ベ
ン
ダ
ン
ー
な
ど
約
五
百
出
、
ど
れ
を
み

て
も
小
、

中
学
生
が
作
っ
と
と

r
hれ
な
い
よ
う
な

り
っ
ぱ
吾
作
品
が
ズ
ラ
リ
。

十
二
月
二
十

一

二
日
の
ニ
H
川
、
位
協
デ
パ

ト
持
設
売
喝
で
第
三
回
桧
山
北
部
特
妹
学
級
作
品
展

'71年
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‘ 
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町一

蝉
か
し
い
希
盟
に
溢
れ
る
新
作
を
迎

え
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
多
幸
を
心
カ

ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

例
年
は
、
万
博
一
色
で
人
額
の
進
事

j
i

i
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品
開
川
七
例
町
川
崎

ヘ

古

本

|

一
1

1

7
{

一

J

同
日

向

日
川

川
か
札
制
』
千
円
円

刊
円
融
附
制
定
J

ハ

H
m
t委
μ
町
選

革
関

刊
川
百
円
十

一
門
を

==一既
/
(¥

審

議

し
‘
い
ず
れ
む

原
案
と
3

リ
可

決

ま

た

昭

和

山

十
四
年
山
一
位
金
川
な
と
石
川
刊
の
決

口
認
定
は
、
決
日
叫
別
委
以
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た

町
長
か
句
は
今
年
度
各
本
業
内

進
捗
状
況
、
国
保
事
業
、
広
域
凶
行

政
円
確
立
主
ど
の
行
政
報
告
が
あ
り

ま
し
た
.

動の.A-
7x 

こ
向
活
全
で
決
ま
ゥ
た
お
も
主

と
は
.
式
的
と
お
り
で
す
.

般

質

問

町
政
に
対
し
て
二
議
日
か
ら

一
般
質

問
が
あ
り
、
町
長
、
教
育
長
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
回
答
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
お
も

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
園
町
総
合
農
政
計
画
を
ど
う
受
け
と

め
、
本
町
の
農
業
の
方
向
づ
け
は
H

国

の
万
針
に
は
で
き
る
だ
け
近
づ
け
る
が

本
町
の
な
地
長
作
か
ら
同
川
か
ん
ぽ
い

酌
践
を
中
心
に
推
進
す
る
。

。
下
水
溝
な
と
市
街
地
の
環
境
聾
備
、

都
市
計
画
穆
業
の
推
進
は

H
F
ノ
タ
ウ

ン
ナ
イ
川
や

F
小
消
の
改
倍
、
整
備
な

長

安

部

義

雄

と
調
和
の
も
と
に
多
く
を
学
び
、
わ
が

国
古
来
の
伝
統
が
広
く
紹
介
さ
れ
、
世

併
は
ひ
と
つ
の
感
を
深
め
ま
し
た
こ
と

は
、
ご
同
慶
に
存
じ
ま
す
。

一
郎
、
国
は
外
交
、
内
政
と
も
に
多

難
で
、
な
か
ん
ず
く
経
済
、
文
化
の
進

歩
に
伴
ぃ
、
公
密
閉
組
、
交
通
安
全
対

策
な
ど
の
緊
張
市
は
、
国
民
隼
泊
の
安

全
を
お
び
や
か
し
、
ま
た
、
自
叫
も
破

脱
さ
れ
て
ゆ
く
な
ど
寒
心
に
た
え
ま
せ

ん
。i

i
i
 

昭
和
四
十
六
年

の
年
頭
に
あ
た
り

議
会
を
代
書
し
謹

ん
で
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

ニ
の
年
を
真
に

本
町
広
業
経
済
の
発
展
と
町
民
間
制
祉
向

上
の
年
じ
す
る
た
め
阿
民
各
位
と
と
も

に
努

h
を
い
た
し
た
い
と
念
臨
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

川
年
は
、
本
町
田
本
幹
産
業
で
あ
る

品
業
に
お
い
て
、
気
候
の
不
順
に
も
か

か
わ
ら
ず
ほ
ほ
順
調
な
収
機
を
出
げ
ら
れ

ま
し
た
こ
と
は
、
生
産
者
各
位
の
ご
努

力
の
結
果
で
あ
り
ま
し
て
深
く
敏
意
を

新
車
什
の
諜
相阻止、

こ
れ
ら
の
社
会
情

勢
に
正
し
ど
J

」
て
、
発
展
と
生
活

の
調
和
を
凶
る
こ
と
が
重
普
と
者
え
ら

れ
ま
す
。

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、

地
方
自

治
体
本
来
の
使
命
は
、
明
る
く
住
み
よ

い
盟
か
な
生
活
環
境
の
実
現
で
あ
り
ま

す
。五

年
後
に
迫
る
官
函
ト
ン
ネ
ル
附
通

時
に
備
一
え
て
、
み
な
み
北
海
道
に
限
る

些
か
な
突
拙
資
制
の
附
売
を
は
じ
め
、

地
方
広
域
閣
の
殺
円
を
急
ぎ
農
政
、

商
工
保
典
、
文
教
施
設
世
間
、
首
少
斗

育
成
強
化
、
保
健
術
生
、
さ
ら
に
観
光

開
発
な
ど
を
法
幹
と
す
る
今
金
町
総
合

計
闘
を
策
定
し
、
町
民
の
出
生
産
、
応

部
祉
社
会
の
実
現
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
米
作
を
と
り
ま
く

諸
情
勢
は
特
に
き
び
し
く
、
そ
の
主
か

に
み
っ
て
当
地
方
が
米
作
適
地
と
し
て

の
主
陵
地
形
成
の
似
世
づ
け
を
な
さ
れ

る
こ
と
が
強
く
盟
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
の
で
、
関
係
機
関
と
と
も
に
こ

の
巡
則
を
さ
ら
に
推
進
し
、
刷
作
・
飾

決
振
興
対
策
を
あ
い
合
わ
せ
て
・
中
産

法
的
川
の
正
之
と
充
実
に
努
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
存
じ
ま
す
。

町
の
行
政
各
般
に
わ
た

っ
て
は
、

町

民
各
位
の
ご
理
解
と
町
理
事
者
の
ご
努

力
に
よ
り
、財
源
の
活
問
に
努
め
、
困
、

道
の
胞
策
と
相
ま
っ
て
諸
事
業
が
行
な

わ
れ
て
才
り
ま
す
が
、
社
会
の
急
激
主

〈
〉
昭
和
四
十
五
年
度

一
般
会
計
補
正
F

V
S
F
 

Z
 

議
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
二
百
九
十

八
万
円
が
追
加
さ
れ
、

F
算
総
領
は
丘

低
八
千
六
百
八
十
六
万
二
千
円
に
な
り

ま
し
た
~
。

追
加
の
お
も
な
も
の
は
、
第

一
幹
線

川
第
二
主
的
制
改
修
工
事
な
ど
の
河
川
改

修
伐
に
八
卜
三
万
八
千
円
、
開
拓
書
雌

品
川
策
市
業
補
助
な
ど
の
農
業
振
興
伐

に
百
十
四
万
八
千
円
、
八
束
小
給
水
施

設
工
市中寺
ど
の
子
校
符
剛
山
に
百
二
万

と
凶
十
六
年
度
か
ら
三
、
四
年
計
両
で

推
進
す
る
。
ま
た
、
公
害
を
だ
さ
な
い

よ
う
自
制
を
た
い
せ
つ
に
都
市
計
幽
を

進
め
る
。

〈〉
医
師
の
招
へ
い
在
ど
由
保
病
院
の
整

備
は
H

基
幹
病
院
、
道
立
病
院
な
ど
を

研
究
し
、
施
設
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ

り
外
科
医
の
確
保
を
図
る
。

。
義
務
教
育
の
学
力
向
上
対
策
は
H
へ

き
地
の
小
脱
出
問
中
戸
校
で
は
教
有
効
川
市

が
則
的
で
き
な
い
の
で
、
問
ト
ヒ
句
叫
旧

か
ら
統
合
を
五
施
す
る
よ
う
%
h中
で

あ
る
。
ま
た
、
教
師
の
研
究
サ
ー
ク
ル

川
向
を
活
発
に
し
、
教
材
教
H
h
も
充
.λ

し
て
い
く
。

第

四
固
定
例
町
議
会

三
千
円
、
ス
キ
場
用
地
購
入
や
庁
舎

修
綿
料
な
ど
の
財
産
村
山
日
貨
に
二
百
五

十
六
万

一
千
円
の
ほ
か
、
給
与
改
正
に

伴
つ
入
門
政
な
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
稲
穂
地
区
辺
国
ほ
刷
整
備
事

業
に
伴
う
幹
線
民
道
事
車
口
組
金
九
十

八
万
三
千
円
な
ど
が
減
領
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
川
し
政
人
は
、
地
五
交
付
艇

が

一
千
九
行
間
1
ヒ
万
七
千
円
、
繰
越

金
二
百
問

1
-一万
八
千
円
な
ど
が
見
込

ま
れ
、
町
山
百
二
卜
万
円
寺
ど
が
減
傾

さ
れ
ま
し
た
。

。
過
疎
現
象
が
進
ん
で
い
る
が
そ
の
対

策
は
H
広
域
市
町
村
聞
の
投
卒
、
山
村

振
興
事
業
の
推
進
主
ど
を
中
心
に
住
み

よ
い
町
づ
く
り
を
進
め
る
。

〈〉糞
利
河
ず
ム
の
設
置
計
画
は
H
第
一

次
、
第
ニ
次
訓
任
で
は
江
地
条
件
な
ど

の
山
で
帖
摘
が
で
な
く
、
米
年
後
も
澗

巾
が
進
め
ら
れ
る
兄
辿
し
ど
c

も
う
少

し
具
体
化
し
て
か
ら
町
九
l

体
と
し
て
の

付
策
を
符
一
え
た
い
。

。
予
防
接
種
体
制
の
聾
備
は
H
限
削
の

よ中川
4
に
よ
り
ど
小
川
を
か
け
て
い
る
が

保
協
品
川
と
も
辿
叫
析
を
と
り
、
町
民
も
れ

な
く
出
世
間
で
き
る
よ
うは
F

l

ピ
ス
に
抽出

め
る
。

町
ぐ
る
み
で
取
り
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
後
の
町
づ
く
り
に
は
、
過
去
の
実

績
に
か
ん
が
み
、
お
よ
そ
百
億
円
の
国

費
導
入
が
必
要
で
す
が
、
財
政
多
難
の

お
り
既
に
本
道
優
遇
策
も
次
第
に
薄
れ

府
県
並
み
に
助
成
宰
の
引
き
下
げ
が
論

じ
ら
れ
て
、
将
来
の
町
財
政
に
与
え
る

影
轡
が
極
め
て
大
き
い
も
の
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
町
帥
開
発
肢
の
過
特
に

あ
っ
て
は
、

-
段
と
町
政
の
信
州
券
市

的
、
さ
ら
に
決
意
を
新
た
に
し
て
制
逃

を
誓
う

の

で

あ
り
ま
す
。

町
民
名
ι
祉
の
い
っ
そ
う
の
，

}協
力
と

ご
健
闘
を
祈
念
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

i

i

z

 

進
展
に
伴
っ
て
広
域
行
政
、
過
雌
対
策
、

交
通
安
全
対
策
な
ど
新
た
な
需
要
が
地

大
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
に
吋

す
る
諸
施
策
の
排
進
と
財
源
確
保
に
つ

い
て
は
、
地
方
六
団
体
を
通
じ
て
政
府

に
吋
し
強
く
要
患
を
続
け
て
い
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
ど
も
は
、
住
民
の

rM喜
代

品
す
る
も
の
と
し
て
叫
に
世
論
の
瓜
状

を
は
あ
く
し
、
時
代
に
即
応
し
た
総
合

的
住
民
主
忠
の
町
政
反
映
に
努
力
を
盛

ね
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

-
層
の
ご
支
搬
を
賜
わ
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
皆
さ

ま
の
こ
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

〈〉
同
氏
健
康
保
険
金
川
事
業
肋
本
補
正

f
円
耕

助
産
給
付
校
五
万
川
辛
ど
百
八

1
凶

万
円
が
追
加
さ
れ
、
総
傾
八
千
六
百
七

十
万
円
に
♀
り
ま
し
た
。

。
国
民
他
印
保
険
金
川
施
設
肋
・
4
補
正

F
1
 

1
5
 

医
業
質
問
に
九
百
五
十
五
万
円
、
出晴

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例
を
制
定

次
に
制
定
さ
れ
た
お
も
な
条
例
を
あ

げ
ま
す
。

〈
〉
今
金
町
生
活
改
帯
セ
ン
タ
ー
沿
也
且

ぴ
作
叫
に
附
す
る
条
例
の
制
心

鈴
金
乍
活
改
善
セ
ノ
タ
の
投
白
に

伴
っ
て
、
そ
の
効
串
的
な
辺
川
と
作剛山

を
図
る
た
め
に
本
め
ら
れ
ま
L
た
c

。
町
職

μ
の
給
与
呆
例
の

一
部
改
正

人
ド
院
勧
告
に
向
う
同
家
公
務
H
H
に

準
じ
て
町
服
H
H
の
給
料
と
諸

T
当
が

改
善
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
住

M
F
ψ
」
も
新
設
さ
れ
ま
し

と。。
特
別
椛
品
び
議
会
議
以
の
則
末
子
当

の
主
的利
一
刀
法
に
附
す
る
条
例
の

一
部

枠
制
服
と
出
刷
会
服

U
の
川
ト
ボ
「
刊
の

，A
給
唱
が
引
き
l
げ
ら
れ
ま
し
と
。

監
査
委
員
に

小
岩
隆

一
氏
を
選
任

〈〉航
行
香
川
町
選
任

M
5

一

札
帆
オ
リ
ン
JY
ッ
ク
冬
季
大
会
ま

一
で
あ
と
一
年
。
オ
リ
ノ
ピ
ッ
ク
の
際

一
に
は
、
ギ
リ
ン
ャ
の
オ
リ
ン
ピ
ア
で

す

で
た
聖
火
が
札
帆
ま
で
リ
レ

i

一
さ
れ
ま
す
。

一

こ
の
聖
火
リ
レ
ー
を
円
満
に
行
主

一
う
た
め
に
、
こ
と
し
一
月
二
十
日
か

一

-E
一
十
九
日
ま
で
道
内
の
本
完
全
と

一
同
じ
コ

i
ス
で
リ
ハ
ー
サ
ル
が
行
な

一
h
れ
ま
す
。

一

今
金
町
も
こ
の
コ
ー
ス
に
入
っ
て

一
お
り
、

一
月
二
十
三
日
に
通
過
の
干

一
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一

盤
火
は
、
北
桧
山
町
か
ら
受
け
継

一
F
.
国
道
二
七
七
号
線
三
十
六

.士

77/il|ii|iliiil|illillEiiBllEiBlEiElEl 

一
〔副
州
引
ン
ナ
l

一

一

r同
じ
に

一
キ
ロ
を
八
区
間
に
分
け
て
、
長
万
部

一
町
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

一

こ
の
う
ち
、
今
金
、
樋
川
、
花
石

一

Z還
を

五

ニ
キ
ロ
を
定
号
、

一
残
り
三
十
一

・
一
キ
ロ
を
自
動
車
で

一
走
行
し
ま
す
。

一

止
者
は
、

一
区
間
に

つ
き
正
走
者

一
一
人
、
別
走
者
二
人
、
随
走
者
十
人

一
以
内
と
な
っ
て
お
り
、
町
内
で
ス
ポ

一

lyを
愛
好
す
る
十
五
歳
か

-2
一十

一
歳
ま
で
の
男
女
五
十
二
人
が
選
ば
れ

一
ま
し
た
。

一

街
を
走
る
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に
は

一
お
お
い
に
声
援
を
お
く
っ
て
く
だ
さ

柑
削
H

山
腕
人
に
二
百
三
万
七
千
円
な
ど

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

。
簡
い
柑
水
道
山
中
混
合
計
補
正

F
算

給
不

Lm債
の
五
十
二
万
五
千
円
音

ど
百
二
十
三
万

一
千
円
が
追
加
さ
れ
、

総
額
八
百
九
十

一
万
四
千
円
に
な
り
ま

し
と
。

一
円
三
十
一
日
任
期
満
了
に
な
る
友

普
幸
次
郎
氏
に
変
わ
っ
て
、
小
岩
隆

一

氏
(
樋
川
)
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

。
陳
情
、
出
願

昭
和
町
、
柳
町
の
舗
装
に
つ
い
て
の

陳
情
は
建
設
華
日
会
に
付
託
さ
れ
、
統

合
仙
伐
の
間

U
減
に
反
片
す
る
日
願
は

総
務
膏
白
金
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

IIH'.121Jに町内内 5甘円 1円 I!t'niにお耳目、‘ Lて

いた f ì: l\: .o~ l í叫1告の いl収率は坑品約50%です.

ノ??祉関I円以!日I!'!"J~: 総 Ú"I:U而l を ì.i~íじするた内のた

“忘れていませんか"

、、せつな j占礎資料になるもので す。

忘れ ている人は 王2由;話 してくださ
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辺
氏
の
み
な
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
希
望
に
柑
〈

昭
和
四
十
六
年
の
新
春
を
み
な
さ
ま
と

と
も
に
お
祝
い
で
き
ま
す
こ
と
は
、
こ

の
う
え
辛
い
し
あ
わ
せ
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
本
道
は

一
部
に
お
い
て
集
中

華
雨
な
ど
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
を
み

た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
産
業
経
清
は
全

般
的
に
お
お
む
ね
順
制
な
進
展
を
み
た

こ
と
は
、
ご
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。
し

か
し
な
が
ら
農
業
に
お
い

て
は
、
全
国
的
に
米
の
過
司

・
l

剰
に
よ
る
引
産
制
盤
の
実

F

M1

施
と
い
ヲ
か
つ
て
な
い
雛
戸

〉

局
に
直
面
し
農
民
に
多
大
一

曜

の
心

ZMhし

と

の

こ

た

あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
、
一

}

適
地
、
適
産
の
原
則
に
基
一

4
d

づ
く
生
産
性
の
高
い
操
業
一

4

」

を
確
保
す
る
た
め
、
島
氏

F
yb曹

各
位
と
と
も
じ
い
っ
そ
う

H
Z
E

一

一
口
誌

の
研
究
と
努
力
を
重
ね
て
一

ま
い
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
目

~
q
a

い

と

存

じ

ま

す

。

唱

さ
ら
に
、
道
民
の
心
か
一
勺
な
る
願
い

も
空
し
く
、
交
通
事
政
の
死
じ
者
数
は

つ
い
に
全
国
一
と
い
う
州
ま
し
い
紀
録

を
つ
く
り
、
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

の
変
動
に
伴
フ
炭
鉱
の
料
開
山
、
各
種

の
公
押
な
ど
、
憂
慮
す
べ
き
問
題
が
矧

脊
に
な
っ
て
ま
い
っ
た
の
で
あ
り
ま
す

が
、
犯
は
道
民
の
み
な
さ
ま
と
相
た
ず

さ
え
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
の
た

め
積
極
的
音
努
力
を
屯
~ね
て
ま
い
る
所

存

で

あ

り

ま

す

。

-

さ
で
、
本
年
は
、
第
三
期
北
海
道
総
一

合
開
発
計
画
が
発
足
す
る
重
要
生
年
に

一

あ
た
り
ま
す
。
ご
承
知
の
と
お
り
、
こ
一

の
計
画
は
北
海
道
二
世
紀
の
進
路
を
切
一

り
ひ
ら
く
と
い
う
重
要
な
む
績
を
も
っ
一
冬
期
間
は
、
道
路
が
凍
っ
て
ス
リ
ァ

の
で
あ
り
ま
す
が
・
生
産
と
生
活
が
調
一
プ
し
や
す
く
、
ま
た
、
わ
だ
ち
が
で
き

和
す
る
豊
か
な
北
海
道
を
築
き
、
わ
が
一
て
ハ
ン
ド
ル
を
と
ら
れ
る
な
ど
、
交
辺

国
の
繁
栄
に
先
駆
的
役
制
を
県
と
す
こ
一
事
政
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

と
が
で
き
る
よ
う
道
民
の
み
な
さ
ま
一
そ
の
う
え
に
、
酒
を
飲
ん
で
運
転
す

の
積
極
的
な
こ
努
力
を
間
一
る
と
い
う
こ
と
は
、
確
実
に
事
故
を
起

一
博
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
一
こ
す
こ
と
に
な
り
、
死
亡
や
お
お
ケ
ガ

五

一

ま

た

、

国

民

Z
Z
一
な
ど
お
お
き
な
事
政
に

つ
な
が
り
ま
す
。

:

一

似
で
あ
る
北
方
領
土
の
復
一
酒
を
飯
ん
で
運
転
し
ま
す
と
、

ペ
旦
一
帰
に

つ
い
て
は
、
国
民
の
一
守
幸
行
者
や
道
路
標
識
、
障
害
物
な
ど

4
1

一
間
に
よ
う
や
く
附
心
が
同
一
を
兄
訴
と
し
た
り
発
見
が
遅
れ
る
。

1
一
ま

って
ま
い
り
ま
し
た
が
、
一
守
護
操
作
が
鈍
く
な
り
、
と
っ
さ
の

町

一
今
後
と
も
い
っ
そ
う
そ
の

一

反

応

時
聞
が
遅
れ
る
。

事

一
機
運
を
促
進
し
て
ま
い
り

一
マ
ス
ピ
ー
ド
感
が
鈍
り
、
ヵ

l
プ

高

知

一
た
い
と
考
え

ま

す

。

一

を

と

で

も

ス

ピ

ー
ド
を
ゆ
る
め
る

道

一
さ
ら
に
、
道
民
待
望
の

一

こ

と
が
で
き
寺
い
。

同

一
札
幌
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
冬
季

一

ー

一
大
会
も
一
年
後
に
迫
り
ま
一

干
し
と
が
、
こ
の
成
功
を
問
一

す
る
た
め
、
道
民
各
位
と
と
も
に
格
段
一

の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
一

ま
す
。

一

第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
の
発
一

足
と
い
う
む
品
深
い
年
頭
に
あ
た
り
、
一

本
道
の
飛
制
的
発
展
の
た
め
全
辺
氏
が
一

さ
勺
に
決
立
を
析
と
に
さ
れ
精
進
さ
れ
一

ま
す
こ
と
を
念
願
し
、
こ
こ
に
辺
氏
み
ロ

な
さ
ま
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
て
年
頭
一

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
と
し
ま
す
。
一

生
活
に
密
着
し
た
要
望

主
婦
と
町
長
が
話
し
合
い

身
近
か
な
生
活
の
問
勉
に

つ
い
て
町

長
と
面
識
を
希
望
し
て
い
丘
町
内
各
地

区
の
子
ど
も
述
れ
の
ご
締
人
五
人
が
、

十
二
月
十
三
日
に
役
場
へ
来
庁
。
約
三

時
間
に
わ
と
っ
て
な
ご
や
か
な
う
ち
に

も
熱
心
な
話
し
合
い
が
行
な
わ
れ
ま
し

と。
家
庭
を
守
る
立
場
の
主
婦
だ
け
に
日

常
生
活
に
街
苛
し
た
質
問
、
要
望
が
宰

〈
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
す
る
町
長
の
回
答
は
次
の

と
お
り
で
す
の
で
、

関
係
住
民
の
か
た

が
た
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
P

守
じ
ん
か
い
処
理
に
つ
い
て

mw美
利
河
、
花
石
地
区
市
街
地
に
破

加
ガ
ラ
ス
矧
な
ど
を
捨
て
る
大
型
ゴ

ミ
箱
を
設
問
す
る
。

②
現
在
、
特
別
清
掃
区
域
外
で
こ
れ

お知ら せ

識

判
断
力
が
鈍
り
ま
す

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
よ
う

/
/
 紺

火
口
さ
ん
、

青
年

の
つ
ど
い
に
出
席

ふれ
団
の
成
人
の
代
占
が

一
堂
に
全
し

家
の
ま
わ
り
の
雪

は
自
分
で
処
理
を

こ
と
し
の
市
街
地
の
宮
捨
て
場
は
、

川
年
と
同
じ
〈
今
金
同
制
点
側
三
百

U
の

場
所
で
す
。

町
で
は
、
除
雪
に
万
全
を
則
し
て
い

ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の
家
の
ま
わ
り
の

富
は
、
で
き
る
だ
け
自
分
で
処
町
一さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

A台
、
河
川
敷
地
内
に
は
ゴ
ミ
、
汚

物
な
ど
を
投
棄
し
奇
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
・ヲ。

に
隣
接
す
る
地
区
(
寒
引
の
一
部
な

ど
)
は
、
明
年
四
月
以
降
町
で
ゴ
ミ

収
集
を
行
な
う
。

マ
患
者
輸
送
車
に
つ
い
て

①
発
進
時

(起
点
)
に
ス
ピ
ー
カ
ー

な
ど
で
合
図
を
し
て
乗
り
遅
れ
の
な

-こういう人はいませんか

児童扶養手当は、母子世帯の児

蛍の扶養を経済的に援助する手当

です。 これは、雌絡 した母子世帯

や、父が死亡(母子年金が支給さ

れていないも の)生死不明、 JU疾

などの世併、祖父母が児童を扶養

して いる世帯に支給されます。

また、重度の梢神薄弱児、身体

陣容児をもっ世帯には、特別児童

扶養手当が支給されます。

心あたりの人は、 f!A.t.品町民謀に
お申し出〈ださ t、。

マ
車
間
距
離
感
が
な
く
な
り
、
追
突
事

故
を
起
こ
し
ゃ
す
い

。

こ
の
よ
う
に
、
飲
酒
運
転
は
た
い
へ

ん
危
険
辛
も
の
で
す
。
辺
転
者
自
身
の

臼
党
が
心
官
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
事
族
や
友
人
、
向
僚
な
ど
、
ま
わ

て
成
人
の
日
を
祝
う
第
二
十
三
川
自
の

2
H年
の
つ
ど
い
』
に
、
北
海
道
の
女

子
を
代
去
し
て
、
本
町
の
紺
ハ
什
悦
子
さ

ん
(
光
台
耳
真
)
が
選
ば
れ
出
席
し

ま
す
。こ

れ
は
、

総
開
府
と
点
京
市
が
主
催

し
て
十
五
日
に
点
京
の
日
比
谷
公
会
主

で
聞
か
れ
る
も
の
で
‘
良
太
子
殿
下
・

内
附
総
則
し人
任
も
出
席
さ
れ
、
計
上
前

氏
(
作
家
)
の
記
念
講
一州
も
岬附
さ
れ
ま

す
。
桧
山
作
内
か
ら
は
、
初
め
て
の
出

府
で
す
。

声σ〉

舗

町民
募
金
の
傾
を
決
め
る
の
は

毎
年
、
年
末
に
共
同
募
金
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
持
金
が
き
ま
す
が
、
た
と
え
ば

五
卜
円
以
上
と
一
回
か
ら
決
め
て
き
ま
す
。

寄
付
に
い
く
ら
以
上
と
い
う
こ
と
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
で
す
か
。

二

町
民
)

向
山
川
口

町
や
関
係
団
体
が
行
な
っ
て
い
る
各

位
の
募
金
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
み
寺

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
社
会
福
祉
に
大

き
く
役
ど
っ
て
い
ま
す
。

北海道操業の経首の実態を明ら

かに L、--}j:訴の農業施東の基礎資

料にするため、こと Lも2月 1日

現在て'農業端本制査が行なわれま

す。

間査の対皐Lは、排Jt!!fffif!110a以

上を経国する世帯と、」の 1年1m

に農業生産物の総販売額が5万円

以上みる世帯となっています。

制査員が各家庭をおたずねしま

すので、調fEの越旨をご理解の上

ご協力刷!います。

-農業基本胸査に協力を

皆さんからお預り Lている郵便

貯金の現在高が、 7兆 7億円に逮

-郵便貯金7兆円を突破

り
の
人
た
ち
の
自
覚
も
た
い
せ
つ
で
す
。

述
転
す
る
人
に
は
、
絶
対
に
酒
を
飲

ま
せ
な
い
。
ま
た
、
飲
ん
疋
と
き
に
は

車
の
キ
ー
を
頒
か
る
こ
と
も
必
嬰
で
す
。

お
酒
の
魅
力
は
、
な
か
告
か
断
ち
切

れ
な
い
も
の
で
す
が
命
に
は
か
え
ら
れ

ま
せ
ん
。
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

••••• 
学
校
防
火
に
協
力
を

••••• 

各
家
庭
で
は
火
出
予
防
に
じ
。
う
ぶ

ん
注
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
閉
じ
い
ま
す

が
、
各
学
校
に
お
い
て
も
全
職
H
H

一
丸

と
な
っ
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

万

一
学
校
が
火
災
に
な
り
ま
す
と
、

多
額
の
財
産
が
灰
に
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
児
童
、
生
徒
に
も
大
き
な
飢
央
を

与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
学
校
は
広
く
一

日
政
回
の

巡
悦
や

一
人
の
目
前
直
H
H
で
は
、
自
の

崩
か
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
日
ご
ろ
か
ら
児
童
、
生
徒
に
対
し

て
防
火
に
つ
い
て
繰
り
返
し
指
導
を
し

て
お
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
也
子

校
付
近
を
通
り
か
か
っ
た
と
き
な
ど
、

典
出
が
な
い
か
ど
う
か
気
を
配
つ
で
い

と
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
し
、
異
常
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
直

ら
に
uF
校
、
消
防
団
本
部
に
ご
述
絡
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

(町
内
小
中
高
校
)

と
こ
ろ
で
、
ご
指
摘
の
額
の
恨
拠
で

す
が
、
募
金
の
趣
旨
か
ら
い
っ
て
自
由

に
寄
付
し
て
も
ら
う
の
が
本
旨
ど
と
也

い
ま
す
。
し
か
し
、

あ
る
程
度
の
目
僚

を
定
め
な
け
れ
ば
、
り

っ
ぱ
寺
事
業
は

推
進
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
沿
っ
て
、
戸
数
、
人
口
、
資

産
な
ど
を
勘
案
し
、
部
沼
町
内
会
音
ど

に
目
傑
却
を
台
闘
い
す
る
わ
け
で
す
。

こ
の
た
め
、
最
終
的
に
は
ひ
と
り
何

円
平
均
と
い
っ
た
こ
と
に
も
岳
り
ま
す
。

共
同
募
金
の
よ
う
に
若
干
還
元
さ
れ

る
も
の
、
必
末
助
け
合
い
の
よ
う
に
金

制
町
内
に
配
分
さ
れ
る
も
の
な
ど
さ
ま

さ
ま
で
す
が
、
い
ず
れ
も
相
互
扶
助
の

制
神
に
基
づ
い
て
恵
ま
れ
な
い
か
た
が

と
を
、

一
円
で
も
平
〈
社
会
に
復
帰
、

厚
生
さ
せ
る
よ
う
住
民
連
動
と
し
て
行

な
わ
れ
て
い
る
の
が
大
部
分
で
す
。

募
金
そ
の
も
の
に
対
す
る
ご
批
判
も

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご

理
解
さ
れ
、
い
っ
そ
う
の
暖
か
い
ご
協

力
を
切
望
し
ま
す
。
(
町
民
課
長
)

しましと。

こと II月に 6兆円を突破して

からわずか11カ月で7兆円の大台

を越 Lとわけで"す。

この巨額の貯金は、大蔵省を通

じて国の財政投融資計画にしたが

って運用され、住宅、道路、学校、

病院の建設など、皆さんがたの暮

しをより盤かに Lて明るい社会を

つくるため、おおいに活用されて

い ます。(町内各郵便局)
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!煙率
不
在
者
投
票
制
度
の

活
用
を

h
と
し
た

ち
が
政
治
に

参
加
す
る
唯

一
の
機
会
は

選
挙
に
お
い
て
投
涙
す
る
こ
と
で
す
。

選
挙
の
当
日
、
技
政
所
に
お
も
む

い
て
投
果
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

の
た
め
に
、
不
在
者
投
烈
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
選
挙
の
則
目
前
に

投
以
で
き
る
と
い
う
例
外
的
な
取
り

扱
い
な
の
で
、
不
正
の
浪
人
を
避
け

そ
の
濫
用
を
防
止
す
る
た
め
、
手
続

き
が
細
く
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

不
在
者
投
票
が
で
き
る
の
は
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で

①
投
票
の
当
目
、
他
の
市
町
村
で
仕

事
に
従
事
中
②
や
む
を
得
な
い
理
由

で
旅
行
中
①
弱
気
や
負
傷
、
妊
娠
、

老
衰
な
ど
で
歩
行
困
難
な
ど
の
場
合

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
渇
合
①
仕
事
に
従
事
中
の
と

き
は
、
所
属
長
、
業
務
主
@
病
気
、

妊
娠
中
の
と
き
は
、
医
師
、
助
産
締

(
指
定
し
て
い
る
病
院
の
み
投
票
で

き
ま
す
)
③
や
む
を
得
な
い
用
務
の

と
き
は
事
者
に
な
る
容
瓶
、
団
体
技

任
者
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

な
お
、
病
却
や
負
傷
の
た
め
自
宅

に
寝
て
い
て
歩
行
困
難
な
人
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
に
出
向
い
て
投
去
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
自
宅
で
は
で
き

ま
せ
ん
。

投
叫
が
で
き
る
期
間
は
、
選
挙
の
則

自
の
公
示
丘
た
は
告
示
的
日
か
ら
投

諜
自
の
前
日
ま
で
の
聞
で
す
。

統
一
地
方
選
挙
の
特
例

来
春
実
施
さ
れ
る
統
一
地
方
選
挙

の
特
例
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し

-。
φ
'も

近
知
事
、
道
議
会
議
員
の
選
挙
は

四
十
六
年
四
月
十
一
日
に
執
行
さ
れ

そ
の
告
示
日
は
、
知
事
が
三
月
十
七

日
、
道
線
会
餓
円
以
が
三
月
三
十
日
で

す
。
町
議
会
織
口
、
町
長
の
選
挙
は

四
十
六
年
四
月
二
十
五
日
に
執
行
さ

れ
、
告
示
日
は
四
月
十
八
日
で
す
。

道
知
事
、
道
議
会
議
員
選
挙
で
候

補
者
と
主

っ
た
人
は
、
そ
の
区
域
で

町
長
、
町
議
会
議
員
選
挙
の
候
補
者

と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
統

一
地
方
選
挙
に
際
し
て

後
媛
団
体
な
ど
に
対
す
る
寄
付
♀
ど

の
祭
止
期
間
は
.
選
挙
の
期
目
前
九

十
日
か
ら
選
挙
の
期
日
ま
で
で
す
。

7‘ 

処 理

川
年
紋
ぐ
ら
に

入
り
、
し
尿
く
み

取
り
の
申
し
込
み

が
一
挙
に
三
百
戸

近
く
殺
倒
し
、
利

用
者
の
皆
さ
ん
に

た
い
へ
ん
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し

た。
前
の
広
報
で
も

お
願
い
し
ま
し
た

が
北
桧
山
町
し
尿

処
理
施
設
は
、
捨

て
場
に
捨
て
る
の

計画的に

し尿処理に協カを

冬
休
み
中
の
少
年

非
行
を
防
ご
う

冬
休
み
の
あ
い
だ
は
学
校
常
活
か

ら
解
政
さ
れ
た
安
心
感
生
ど
か
ら
非
行

に
は
し
る
子
と
も
が
ふ
え
る
時
期
で
す
。

非
行
化
す
る
原
附
に
は
、
い
ろ
い
ろ

あ
る
と
思
い
ま
す
が
事
庭
で
の
子
ど

も
に
対
す
る
関
心
が
い
ち
ば
ん
と
い
せ

つ
で
す
。

子
ど
も
の
心
的
と
し
て
は
、
制
か
ら

憧
…
柑
比
さ
れ
た
り
、
欣
任
さ
れ
た
り
し
た

場
合
、
非
行
に
は
し
り
や
す
く
な
る
も

の
で
す
。
つ
ね
に
正
し
い
生
活
判
悩
を

つ
け
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

事
出
で
は
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
忠

'しゅ
g
fし
よ
ろ
'
o

守
品
し
合
い
の
刷
会
長
く
つ
く
る
。

と
ち
が
い
化
学
処
剛
刊
の
た
め
、
特
定
の

時
期
に
大
抵
処
理
が
で
き
ま
せ
ん
。

今
金
町
分
と
し
て
は
、
一
日
に
く
み

取
り
車
大
盟
二
台
、
小
明
三
台
分
の
能

力
で
、
こ
れ
は
戸
数
に
換
算
す
る
と
普

通
世
帯
で
は
、
十
l
十
五
戸
程
度
に
な
り

ま
す
。

こ
の
た
め
、
除
雪
の
関
係
で
冬
期
車

の
運
行
不
能
地
区
を
優
先
し
、
そ
の
ほ

か
は
、
実
態
捌
査
で
順
位
を
決
め
て
処

理
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
改
普
方
法
を
険
討
し
、
ご
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
努
力
し
ま
す
の
で

い
っ
そ
う
ご
協
力
を
お
胤
い
し
ま
す
。

マ
計
画
性
の
為
る
正
し
い
生
活
を
さ
せ

λ

日・。

マ
遊
び
友
だ
ち
に
は
つ
ね
に
関
心
を
も

っ
て
、
つ
き
あ
い
を
さ
せ
る
。

マ
不
自
然
♀
行
動
が
み
ら
れ
る
と
き
は

す
ぐ
問
い
正
す
。

マ
夜
間
の
外
出
は
ひ
か
え
さ
せ
る
。

J
J
J
 農

林
業
セ
ン
サ
ス

で
表
彰

今
金
町
は
、
昨
年
二
月
一
日
現
在
で

行
主
わ
れ
た
一
九
七

O
年
世
界
農
林
業

セ
ン
サ
ス
で
、
民
仲
行
政
施
策
の
基
礎

資
料
の
愁
備
に
寄
与
し
た
と
の
こ
と
に

よ
り
農
林
省
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

道
内
で
は
、
江
別
市
と
本
町
町
二
市

町
だ
け
で
す
。
み
寺
さ
ん
の
ご
協
力
を

倍
加
し
ま
す
。

並
行
所
北
海

E
Aよ

目
島

j品

剥
通
企
画
聖

感
謝
し
ま
す

/
ノ

町
内
の
忠
ま
れ
な
い
人
々
に
少

し
で
も
峨
か
い
手
を
さ
し
の
べ
よ

う
l
と、

町
で
は
歳
末
助
け
合
い

運
動
を
行
主
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の

一
万
円
を
は
じ
め
、
部
落
町

内
全
長
さ
ん
を
通
じ
て
、
町
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
十

一
万
二
千
二
百

円
の
普
置
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
稲
祉
施
設
の
入
所
者

(
三
イ
コ
人
)
長
期
入
院
者
(
五

+

一
人
)
生
活
保
護
者
{
八
十
六

人
)
寝
た
き
り
老
人
(
四
人
)
に

附
ら
れ
、
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

N

す叫
者
の
声
H

を

「広
報
い
ま
か
ね
」
を
よ
り
町

民
の
み
な
さ
ん
と
親
し
み
の
あ
る

も
の
に
す
る
た
め
、
係
で
は
説
ぷ
引

の
声
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

町
政
に
対
す
る
質
問
、
要
望
、

意
兄
、
苦
情
相
談
、
ま
た
広
報
に

つ
い
て
気
づ
い
た
点
、
町
の
話
題

'
与
其
な
ど
な
ん
で
も
け
つ
こ
う
で

す。
役
均
企
一
山
室
ま
で
住
所
、
氏
名

明
記
町
上
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。
採

用
原
制
に
は
薄
謝
を
呈
し
ま
す
。

向
山
叩
刷
倒
れ

K
陶
川
山
川
除
概
紅
包

発
行

。句

l
u


